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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月9日(2020.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　本明細書における本原理の「一実施形態」又は「実施形態」及びそれらの他の変形形態
への言及は、実施形態と関係して説明される特定の特徴、構造、特性などが本原理の少な
くとも１つの実施形態に含まれることを意味する。従って、本明細書全体を通じて様々な
場所に現れる「一実施形態では」又は「実施形態では」という記載及び他の任意の変形形
態の出現は、必ずしもすべてが同じ実施形態を指すとは限らない。
　なお、上述の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のように記載され得るが、以下に
は限定されない。
（付記１）
　変換係数のブロックを符号化する方法であって、
　変換係数を得るために画像値のブロックを変換することと、
　前記変換係数の走査によって決定される最後の非ゼロ変換係数の前記ブロックの位置を
定義する２つの座標をエントロピー符号化することと
を含み、
　前記２つの座標のうちの１つの座標（ｙ）の前記エントロピー符号化が、他の座標（ｘ
）の値に依存する、方法。
（付記２）
　前記１つの座標（ｙ）のエントロピー符号化が、前記他の座標（ｘ）に依存するコンテ
キストを使用する、付記１に記載の方法。
（付記３）
　前記２つの座標の各々をプレフィックス及びサフィックスに分けることと、
　前記ｘ座標から前記ｙ座標の前記プレフィックスの値を推論することと
をさらに含む、付記１又は２に記載の方法。
（付記４）
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　直交変換の適応セットが、画像値の前記ブロックを変換するために使用される部分変換
を含む、付記１～３のいずれか一項に記載の方法。
（付記５）
　変換係数のセットを符号化する装置であって、
　変換係数を得るために画像値のブロックに関して動作する変換回路と、
　前記変換係数から最後の符号化係数の位置を表すコードを生成するエントロピーコーダ
と
を含み、
　前記最後の符号化係数の前記位置は２つの座標（ｘ，ｙ）によって提供され、ｙ座標の
エントロピー符号化がｘ座標の値に依存することを特徴とする、装置。
（付記６）
　前記１つの座標（ｙ）のエントロピー符号化が、前記他の座標（ｘ）に依存するコンテ
キストを使用する、付記５に記載の装置。
（付記７）
　前記エントロピーコーダが、前記２つの座標の各々をプレフィックス及びサフィックス
に分けることと、前記ｘ座標から前記ｙ座標の前記プレフィックスの値を推論することと
を行う、付記５又は６に記載の装置。
（付記８）
　変換係数のセットを復号する方法であって、
　最後の符号化係数の位置を生成するために前記変換係数をエントロピー復号することを
含み、
　前記最後の符号化係数の前記位置が、２つの座標（ｘ，ｙ）によって提供され、ｙ座標
の前記エントロピー復号がｘ座標の値に依存することを特徴とし、
　画像値のブロックを得るために変換係数を逆変換すること
を含む、方法。
（付記９）
　前記１つの座標（ｙ）のエントロピー符号化が、前記他の座標（ｘ）に依存するコンテ
キストを使用する、付記８に記載の方法。
（付記１０）
　前記２つの座標の各々をプレフィックス及びサフィックスに分けることと、
　前記ｘ座標から前記ｙ座標の前記プレフィックスの値を推論することと
をさらに含む、付記８又は９に記載の方法。
（付記１１）
　変換係数のセットを復号する装置であって、
　前記変換係数からの最後の符号化係数の位置を表すコードに関して動作するエントロピ
ーデコーダであって、
　前記最後の符号化係数の前記位置が２つの座標（ｘ，ｙ）によって提供され、ｙ座標の
エントロピー符号化がｘ座標の値に依存することを特徴とする、エントロピーデコーダと
、
　画像値のブロックを得るために変換係数に関して動作する逆変換回路と
を含む、装置。
（付記１２）
　前記１つの座標（ｙ）のエントロピー符号化が、前記他の座標（ｘ）に依存するコンテ
キストを使用する、付記１１に記載の装置。
（付記１３）
　前記エントロピーデコーダが、前記２つの座標の各々をプレフィックス及びサフィック
スに分けることと、前記ｘ座標から前記ｙ座標の前記プレフィックスの値を推論すること
とを行う、付記１１又は１２に記載の装置。
（付記１４）
　付記８～１０のいずれか一項に記載の方法に従って変換係数のセットを復号するため又



(3) JP 2019-525576 A5 2020.8.20

は付記１～３のいずれか一項に記載の方法に従って変換係数のセットを符号化するための
命令が格納された非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
（付記１５）
　付記８～１０のいずれか一項に記載の方法に従ってビットストリームが格納された非一
時的なコンピュータ可読記憶媒体。
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